
県内企業の景況意識調査
（第173回） 

2020年６月

共同調査
　大銀経済経営研究所
　大分信用金庫
　大分県産業創造機構

＊ 2020年　  4～6月期〈Ⅱ期〉の実績見込み
＊ 2020年　  7～9月期〈Ⅲ期〉の見通し

＊2020年　４～６月期〈Ⅱ期〉の実績見込み

製　造　業………２期ぶりに悪化

卸・小売業………卸売業・小売業ともに悪化

建　設　業………２期ぶりに悪化

サービス業………２期連続で悪化

新型コロナウイルス感染症の影響で急速に悪化

　今期（2020年４～６月期〈Ⅱ期〉）の業況判断BSIは、前期比42.5ポイン
ト低下の▲66.5と、リーマン・ショック後の不況で沈んだ2009年Ⅰ期
（▲82.3）以来約11年ぶりの低水準となった。業種別のBSIは、『建設業』『製
造業』『卸・小売業』『金融・不動産業』『運輸業』『サービス業』の６業種全
てで悪化した。
　４月に新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けて緊急事態宣言が
発令されたことを受け、外出の自粛をはじめ、あらゆる経済活動が抑制され
たことから幅広い業種で業況が悪化した。
　来期（2020年７～９月期〈Ⅲ期〉）の業況判断BSIは、今期比2.9ポイント
上昇の▲63.6とわずかに改善する見通しである。業種別のBSIは、『製造業』
『金融・不動産業』『サービス業』の３業種で改善し、『建設業』『運輸業』の
２業種で悪化する見通しである。
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「よくなった」とする企業割合

新型コロナウイルス感染症の影響で急速に悪化
◎業況判断
【今期】（２０２０年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲６６．５（前期比▲４２．５㌽）
＜内訳＞
・よくなった ２．９％（前期比▲ ７．１㌽）
・悪くなった ６９．４％（前期比＋３５．４㌽）
・変わらない ２７．８％（前期比▲２８．２㌽）
＜業種別＞
・前期比悪化：６業種全て（『建設業』『製造業』

『卸・小売業』『金融・不動産業』
『運輸業』『サービス業』）

業況判断BSI は前期比４２．５ポイント低下の
▲６６．５と、リーマン・ショック後の不況で沈んだ
２００９年Ⅰ期（▲８２．３）以来約１１年ぶりの低水準となっ
た。４月に新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止に向けて緊急事態宣言が発令されたことを受け、
外出の自粛をはじめ、あらゆる経済活動が抑制され
たことから幅広い業種で業況が悪化した。

【来期】（２０２０年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲６３．６（今期比＋２．９㌽）
＜内訳＞
・よくなる ２．４％（今期比▲０．５㌽）
・悪くなる ６６．０％（今期比▲３．４㌽）
・変わらない ３１．６％（今期比＋３．８㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：３業種（『製造業』『金融・不動産業』

『サービス業』）
・今期比悪化：２業種（『建設業』『運輸業』）
・今期比不変：１業種（『卸・小売業』）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲６９．３（前期比▲４１．２㌽）

６業種全て悪化
収益ＢＳＩ ：▲６８．５（前期比▲４５．４㌽）

６業種全て悪化
【来期】
売上高ＢＳＩ：▲５９．３（今期比＋１０．０㌽）

５業種で改善見通し
収益ＢＳＩ ：▲６０．９（今期比＋ ７．６㌽）

４業種で改善見通し

全 産 業 （２０９社）

― １ ―
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◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲３７．５（前期比▲２２．８㌽）

５業種で低下
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲ ８．８（前期比＋２７．７㌽）

６業種全て上昇
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲３４．８（今期比＋ ２．７㌽）

◎経営上の問題点
１位：「売上不振」（５３．７％）
２位：「人手不足」（１０．２％）
３位：「人材不足」（８．８％）
４位：「競争激化」（７．３％）
５位：「単価低下」（４．４％）
業種別にみると、「売上不振」と回答した割合は

『サービス業』で６２．９％、『卸・小売業』で６２．５％と特
に高い。「人手不足」は『運輸業』で３３．３％と最も高
く、『建設業』でも２６．９％と高くなっている。
前回調査と比べると、「売上不振」が１３．５ポイント
上昇し、２位以下との差が大きくなっている。

◎設備投資実施割合
【今期】
実施企業の割合：２９．７％（前期比▲０．８㌽）

４業種で減少
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（５７．４％）
２位：「生産能力の拡大・売上増加」（１３．１％）
３位：「合理化・省力化」（８．２％）
【来期】
実施予定企業の割合：２３．９％（今期比▲５．８㌽）

３業種で減少見通し
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（６８．０％）
２位：「合理化・省力化」（１２．０％）
３位：「生産能力の拡大・売上増加」（６．０％）
３位：「事業転換・経営多角化」（６．０％）

◎「新型コロナウイルスの影響」について
今回の調査において、「新型コロナウイルスの影

響」について尋ねたところ、「大いにマイナスの影
響がある」が５８．５％、「ややマイナスの影響がある」
が３０．７％、「影響はない」が４．４％、「ややプラスの
影響がある」が２．０％、「大いにプラスの影響がある」
が１．５％となった。
業種別でも、６業種全てで８割超がマイナスの影

響があると回答した。「大いにマイナスの影響があ
る」に限ると、最も多い「サービス業」で約８割、
最も低い「建設業」で約３割となっており、マイナ
ス影響の度合いは業種間で差があった。

― ２ ―
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２期ぶりに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２０年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲６７．２（前期比▲４５．７㌽）
＜内訳＞
・よくなった １．５％（前期比▲ ９．３㌽）
・悪くなった ６８．７％（前期比＋３６．４㌽）
・変わらない ２９．９％（前期比▲２７．０㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：なし
・前期比悪化：７業種（「化学・石油」「鉄・非鉄・

金属」「機械」「食料品」「木材・家
具」「印刷・出版」「その他」）

・前期比不変：１業種（「窯業・土石」）

新型コロナウィルス感染症の影響で個人や企業の
消費活動が大きく制限されたことに伴い、多くの製
造分野において売上高の減少と業況の悪化がみられ
ている。

【来期】（２０２０年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲５６．７（今期比＋１０．５㌽）
＜内訳＞
・よくなる ４．５％（今期比＋ ３．０㌽）
・悪くなる ６１．２％（今期比▲ ７．５㌽）
・変わらない ３４．３％（今期比＋ ４．４㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：５業種（「鉄・非鉄・金属」「機械」

「木材・家具」「印刷・出版」「その他」）
・今期比悪化：１業種（「窯業・土石」）
・今期比不変：２業種（「化学・石油」「食料品」）

全体の景況感は今期よりも改善する予想となって
いるものの、その多くは新型コロナウイルス感染症
の先行きに左右されるところが大きく、不透明な状
況が続くと考えられる。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲６１．２（前期比▲３６．２㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６８．６（前期比▲４５．１㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲５２．２（今期比＋ ９．０㌽）
収益ＢＳＩ ：▲５２．２（今期比＋１６．４㌽）

製 造 業 （６７社）

― ３ ―
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収　益
 （増加―減少）

収　益
 （増加―減少）

収　益
 （増加―減少）

収　益
 （増加―減少）

売上高
（増加―減少）
売上高

（増加―減少）

卸売業・小売業ともに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２０年４～６月期〈Ⅱ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲７２．０（前期比▲２２．０㌽）
＜内訳＞
・よくなった ０．０％（前期比± ０．０㌽）
・悪くなった ７２．０％（前期比＋２２．０㌽）
・変わらない ２８．０％（前期比▲２２．０㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲６４．５（前期比▲２８．１㌽）
＜内訳＞
・よくなった ９．７％（前期比＋ ０．６㌽）
・悪くなった ７４．２％（前期比＋２８．７㌽）
・変わらない １６．１％（前期比▲２９．４㌽）

外出自粛や催事の中止等で需要が減少し、卸売
業、小売業ともに全体として業況が悪化した。一
方、巣ごもり消費の拡大により、食品スーパーなど
ごく一部では業況の改善もみられた。

【来期】（２０２０年７～９月期〈Ⅲ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲６８．０（今期比＋ ４．０㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲６７．７（今期比▲ ３．２㌽）

新型コロナウイルス感染症の終息が見通せず、先
行きを不安視する声が多くみられた。

◎卸売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲７６．０（前期比▲１４．９㌽）
収益ＢＳＩ ：▲７６．０（前期比▲ ９．３㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲６４．０（今期比＋１２．０㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６８．０（今期比＋ ８．０㌽）

◎小売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲７０．０（前期比▲２１．６㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６３．３（前期比▲３０．０㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲７０．０（今期比± ０．０㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６６．７（今期比▲ ３．４㌽）

卸・小売業 （５６社）

― ４ ―
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B S IB S I

２期ぶりに悪化
◎業況判断
【今期】（２０２０年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲４２．８（前期比▲５０．５㌽）
＜内訳＞
・よくなった ３．６％（前期比▲１５．６㌽）
・悪くなった ４６．４％（前期比＋３４．９㌽）
・変わらない ５０．０％（前期比▲１９．２㌽）

今期の業況判断BSI は前期から大幅に悪化し、
マイナス水準に転じた。住宅設備メーカーなどで一
時的に受注停止や納期遅れがみられたほか、現場の
工事が中止・中断されたことなどが影響したものと
考えられる。

【来期】（２０２０年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲６４．３（今期比▲２１．５㌽）
＜内訳＞
・よくなる ０．０％（今期比▲ ３．６㌽）
・悪くなる ６４．３％（今期比＋１７．９㌽）
・変わらない ３５．７％（今期比▲１４．３㌽）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う営業活動
の自粛や設備投資の先送りなどから工事発注数の減
少が予想され、引き続き厳しい見通しとなっている。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲５１．９（前期比▲５９．６㌽）
収益ＢＳＩ ：▲４４．４（前期比▲５５．９㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲５１．９（今期比± ０．０㌽）
収益ＢＳＩ ：▲５９．３（今期比▲１４．９㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲３３．３（前期比▲４９．３㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲４８．１（前期比＋ ７．９㌽）

雇用者数を「過剰」と回答した企業はなく、人手
不足は常態化している。一方、所定外労働時間は前
期と比べて大幅に減少した。

【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲３７．０（今期比▲ ３．７㌽）

建 設 業 （２８社）

― ５ ―
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B S IB S I

２期連続で悪化
◎業況判断
【今期】（２０２０年４～６月期〈Ⅱ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲８３．３（前期比▲５３．０㌽）
＜内訳＞
・よくなった ０．０％（前期比▲ ６．１㌽）
・悪くなった ８３．３％（前期比＋４６．９㌽）
・変わらない １６．７％（前期比▲４０．９㌽）

サービス業のうち観光関連の１５社では、すべての
企業が「悪くなった」と回答した（前期比６４．３ポイ
ント増）。観光関連以外（２１社）では、「悪くなった」
と回答した企業が７１．４％、「よくなった」と回答し
た企業は無かった。政府の緊急事態宣言を受け、宿
泊施設やスポーツ関連施設、美容室、飲食店など多
くの店舗で休業や営業時間の短縮を余儀なくされ
た。特に、多くの人が集まる観光関連施設において
は利用客が大きく減少し、業況が著しく悪化した。

【来期】（２０２０年７～９月期〈Ⅲ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲６９．４（今期比＋１３．９㌽）
＜内訳＞
・よくなる ２．８％（今期比＋ ２．８㌽）
・悪くなる ７２．２％（今期比▲１１．１㌽）
・変わらない ２５．０％（今期比＋ ８．３㌽）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲９４．１（前期比▲６０．７㌽）
収益ＢＳＩ ：▲８８．６（前期比▲６７．４㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲６５．７（今期比＋２８．４㌽）
収益ＢＳＩ ：▲６９．４（今期比＋１９．２㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲５７．６（前期比▲３５．７㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲ ８．６（前期比＋４１．４㌽）
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲４１．２（今期比＋１６．４㌽）

サービス業 （３６社）

― ６ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。

調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　2020年５月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業460社
◎回答企業数 　　 209社
　・回答率 　　 45.4％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人  7.7％
　　　資本金１千万円～１億円未満 67.9％
　　　資本金１億円以上 14.4％
　　　無回答 10.0％
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